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 ← ２年生 33名 
 芸北分校の中心学年として，

「リーダーシップ」を発揮して

学校を引っ張っていきます！ 
 

担 任：宮田  皓治（国語） 

副担任：西田 智勇（外国語） 

平成 29年 

～４月～ 

ようこそ芸北分校へ！ 御入学を心より歓迎いたします。

しっかり学び，鍛え，磨いて，３年後に輝きましょう！！ 

（芸北中より 13 名，他の県内中学校より 23 名，県外中学校 2 名， 

合計 38 名の新入生が入学しました。） 

担任：平井 裕（公民）  副担任：松野 英文（保健体育） 

３年生 22名 → 
最高学年として，「自覚ある行

動」で模範となります。全員

の進路実現を達成します。 
 
担 任：森 大悟（農業） 

副担任：水越 達也（数学） 

新入生３８名の晴れやかな姿です！ 

全
国
か
ら
入
学
で
き
ま
す
！ 

女
子
下

宿
、
男
子
寮
完
備
。
町
よ
り
月
一
万
円

の
補
助
制
度
あ
り
。
見
学
随
時
可
能
。 

（
電
話
）
〇
八
二
六
‐
三
五
‐
〇
七
二
六 
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水
越 

達
也 

教
諭
（
数
学
） 

 

 

こ
の
度
、
神
辺

旭
高
校
よ
り
異

動
し
て
参
り
ま

し
た
水
越
達
也

と
申
し
ま
す
。

教
科
は
数
学
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
芸

北
に
は
今
ま
で
訪
れ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

挨
拶
に
来
た
時
に
、
野
球
部
の
生
徒
が

遠
く
か
ら
と
て
も
爽
や
か
な
挨
拶
を
し

て
く
れ
た
の
で
「
こ
こ
で
な
ら
生
徒
と

と
も
に
頑
張
れ
る
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

芸
分
は
数
多
く
の
個
性
的
な
行
事
が
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
早
く
芸
分
の
一

員
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で

色
々
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
こ
れ
か
ら

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

佐
々
木 

剛 

教
諭
（
外
国
語
） 

 

こ
の
度
、
広
島
国
泰
寺
高
校
定
時
制

課
程
か
ら
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
佐 

々
木
剛
と
申
し

ま
す
。
実
は
、

芸
北
分
校
は
私

の
教
員
生
活
ス

タ
ー
ト
地
点
で
、

二
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、

当
時
の
生
徒
さ
ん
達
と
過
ご
し
た
時
間 

は
今
で
も
素
晴
ら
し
い
思
い
出
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
芸
分
に
戻
り
、
懐
か
し
い 

気
持
ち
で
一
杯
で
す
が
、
気
持
ち
を
新

た
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

田
中 

優
子 

教
諭
（
外
国
語
） 

こ
の
度
、
芸
北

分
校
に
赴
任
し

て
ま
い
り
ま
し

た
、
英
語
科
の

田
中
優
子
と
申

し
ま
す
。
音
楽
は
聞
く
の
も
演
奏
す
る

の
も
大
好
き
で
、
中
学
校
か
ら
大
学
ま

で
の
10
年
間
、
吹
奏
楽
部
で
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。
人
と
話
す

の
が
大
好
き
な
の
で
、
い
つ
で
も
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の

土
地
で
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

森
川 

博
子 

教
諭
（
家
庭
） 

 

こ
の
度
、
加

計
高
等
学
校

芸
北
分
校
に

配
属
に
な
り

ま
し
た
森
川

博
子
と
申
し
ま
す
。
教
科
は
家
庭
、
部

活
動
は
主
に
茶
道
部
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
教
員
に
な
っ
て
記
念
す

べ
き
初
任
校
が
こ
の
芸
北
分
校
で
す
。

家
庭
科
の
授
業
、
学
校
行
事
、
部
活
動

な
ど
生
徒
の
皆
さ
ん
と
過
ご
す
こ
と
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

御
紹
介
し
た
先
生
方
の
他
に
次
の
２

名
の
先
生
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
お

世
話
に
な
り
ま
す
。 

茂
川 

理
穂 

教
諭
（
書
道
） 

保
本 

泉 

教
諭
（
家
庭
） 

芸
北
分
校
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

新
転
任
者
紹
介 
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１

年 
平

井 

裕 

教

諭

（

公

民

） 

１
年
生
担

任
の
平
井
裕

（

ひ

ら

い 

ゆ
た
か
）
で
す
。

芸
北
分
校
三

年
目
に
な
り
ま
す
。 

38
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
芸
北
分
校

も
昨
年
以
上
に
益
々
活
気
づ
き
、
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
る
と
こ
と
で
す
。
１
年
生

担
任
と
し
て
、「
芸
分
魂
」
を
注
入
す
る

こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

２
年 

 

宮
田 

皓
治 

教
諭
（
国
語
） 

芸

北

分

校

２
年
目
を
迎

え
ま
し
た
宮

田
皓
治
で
す
。

こ
の
度
、
２
学

年
の
担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
芸
北
分
校
の
顔
と
な
り

つ
つ
あ
る
２
年
生
に
は
、
是
非
と
も
学

習
や
行
事
、
部
活
動
等
で
存
分
に
「
芸

分
魂
」
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
私
自
身
も
今
年
度
は
、
担
任

や
分
掌
で
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
、

難
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
。
生
徒
に
気
持
ち
で
負

け
な
い
自
信
は
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

３
年 

 

森 

大
悟 

教
諭
（
英
語
） 

 

こ
の
学
年

は
、
私
が
赴
任

し
て
か
ら
一

番
の
学
年
だ

と
思
っ
て
い

ま
す
。
何
事
も
自
分
た
ち
で
企
画
し
、

誰
が
み
て
も
感
心
・
感
動
さ
せ
る
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
を
も
つ
ク
ラ
ス
で
す
。
私
は

３
年
間
通
し
て
、
担
任
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
自
分
の
た
め
に
」
。
下
級
生

を
見
守
り
な
が
ら
、
進
路
実
現
を
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
担
任
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
２
年
間
頑
張
っ
て
く
れ
た
恩

返
し
と
し
て
、
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。 

  

 

入

学

式

後

「
雄
学
館
」
の

入
館
式
が
行

わ
れ
、
新
た
に

17
名
の
一
年

生
が
加
わ
り
、

総
勢

33
名
の

大
所
帯
で
新

た
な
ス
タ
ー

ト
が
切
ら
れ

ま
し
た
。
雄
学

館
活
性
化
運
営
委
員
会
、
高
野
正
廣
会

長
を
は
じ
め
、
芸
北
地
域
全
体
に
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、

「
雄
学
館
」
で
心
身
と
も
に
成
長
し
て

い
き
ま
す
。 

担 

任 

紹 

介 

「
雄
学
館
」
入
寮
式 
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今田善男教諭 

千代田高校教頭に御

栄転なされました。 

作花直人教諭 

祇園北高校に転任

されました。 

駄阿淳子教諭 

吉田高校に転任され

ました。 

  
芸
北
分
校
教
育
の
た
め
に
御
尽
力
い
た
だ

い
た
５
名
の
先
生
が
、
転
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
天
地

で
の
御
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。 

             

外
国
語
科
で
お
世
話
に
な
っ
た
平
本
裕
之

先
生
と
書
道
の
御
指
導
を
頂
い
た
佐
々
木
繁

和
先
生
が
御
退
職
さ
れ
ま
し
た
。 

修

学

旅

行

発

表

会

＆ 

地
域
活
性
講
演
会 

芸
北
分
校
で
は
、
中
央
大
学
大
学
院

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
連
携
し
て
、
芸

北
分
校
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
・
知
見
を
も
っ
た
上
で
地
域
活
性

化
へ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
志
す
生
徒

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。 

４
月
28
日
（
金
）
13
時
40
分
か
ら
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
特
別
企
画
海
外
修
学
旅
行

報
告
会
及
び
中
央
大
学
大
学
院
戦
略
経

営
研
究
科
教
授
・
露
木
恵
美
子
先
生
に

よ
る
『
始
動
！
芸
分×

中
央
大
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

～
地
域

活
性
化
と
人
材
育
成
～
』
を
テ
ー
マ
に

講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。 

一
般
の
方
の
御
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

芸
北
分
校
の
取
組
を
御
理
解
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 

                   

離

退

任

式 

〈
巻
末
エ
ッ
セ
イ
「
げ
い
ほ
く
ら
し
」〉 

 雑
感 

 
 

○
偶
然
の
出
会
い 

新
入
生
38
名
と
、
５
名
の
新
転
任
の
先
生
を
迎
え

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
芸
北
に
集
っ

た
94
名
の
生
徒
が
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

○
必
然
の
別
れ 

 

国
公
立
大
学
７
名
合
格
な
ど
、
３
年
間
の
努
力
が

実
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
30
名
の
生
徒
と
長
年

に
渡
り
、
芸
北
分
校
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
５
名
の

先
生
が
芸
北
分
校
を
旅
立
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
新

天
地
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

 

○
充
実
の
１
年 

「
と
ん
で
も
な
い
地
に
転
勤
に
な
っ
た
」
と
奥
さ
ん

に
打
ち
明
け
て
不
安
な
気
持
ち
一
杯
で
芸
北
に
や
っ

て
き
て
は
や
１
年
。 

「
遠
い
・
寒
い
・
不
便
」
と
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
や
っ
て
き
た
自
分
が
、
手
の
ひ
ら
を
返
し
た

よ
う
に
、
新
転
任
者
に
芸
北
の
素
晴
ら
し
さ
を
「
熱

く
」
語
っ
て
い
る
。
こ
の
１
年
、
会
う
人
会
う
人
に

芸
北
の
素
晴
ら
し
さ
を
し
ゃ
べ
り
ま
く
っ
た
。
充
実

の
『
げ
い
ほ
く
ら
し
』
の
第
２
章
の
ス
タ
ー
ト
に
わ

く
わ
く
感
一
杯
で
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
の
ボ
ー
ル
小
僧
） 


